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◆小形チャンバー法による材料からの揮発性有機 
           化合物（ＶＯＣ）放散試験 

【概要】 

【測定原理】 

【背景】 

【ＶＯＣ－０１】 

建築材料から空気中に放散する揮発性有機化合物（ＶＯＣ）、ホルムアルデヒド及び
他のカルボニル化合物の量を測定する方法（JIS A1901）。 
温度28℃、相対湿度50％に制御されたチャンバーに純空気が1時間あたり10Lの量
で常に供給され、排気ラインから排気されている。このチャンバー内に、サンプルを
入れると、サンプルの種類と量（板状の場合は面積）、試験条件（温度、湿度、換気
量、サンプルを入れてからの経過日数）に応じた量のＶＯＣ、ホルムアルデヒド及び
他のカルボニル化合物が空気中に放散され、排気ラインより空気と共に排出される。
排気ラインの空気を捕集*1、分析し、各成分濃度を求め、換気量、サンプル面積か
ら、放散速度（サンプル1㎡、1時間あたりに空気中に放散するＶＯＣ、ホルムアルデ
ヒド及び他のカルボニル化合物の質量μｇ）を算出する。 
（*1 空気捕集は原則として試験開始から1日、3日、7日、14±1日、28±2日経過後
に行う。） 
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放散試験：ダイナミックヘッドスペース法 
アルデヒド類分析：DNPH誘導体化固相吸着－溶媒抽出－高速液体クロマトグラフ法 
ＶＯＣ類分析：固相吸着－加熱脱離－ガスクロマトグラフ質量分析法 

建築材料の化学物質放散速度基準適合確認および健康影響、臭気等の品質検査 
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【ＶＯＣ－０１ 】 Technical Report 

【測定事例】 

樹脂製玩具（塗装品）のＶＯＣ放散速度を小形チャンバーを用いて測定した結果
を表１およびグラフ１に示す。 
 
（試験条件） 
チャンバー容積：20Ｌ 換気回数0.5回/h 温湿度：28℃ 50％ 
サンプリング：試験開始１，３，７日後 
 
（試験結果） 

表１．放散試験結果（試験体：樹脂製玩具） 単位：μg/unit・h 

  1日後 3日後 7日後 

ﾄﾙｴﾝ 0.08 0.06 0.04 

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 1.54 1.23 0.97 

ｷｼﾚﾝ 4.74 3.71 2.96 

ｽﾁﾚﾝ 0.01 0.02 <0.01 

T-VOC 19.0 14.5 12.4 
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グラフ１．放散試験結果（樹脂製玩具） 


